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１．はじめに－研究の目的 

本論文は、物理的空間認識が、歴史的に形成される中で、それが近代国家の建設に密接

に関係しているという仮説に基づき、次の二つのことを明らかにすることを目的としてい

る。一つ目は建設を司る人々が、政治・経済的な思惑とどのように連動して、近代国家を

空間的に物質化したのかということであり、二つ目は完成した建造物が、我々をいかに規

定し、時に我々の想像を超えていかなる空間を用意してきたのかということである。具体

的には、近代東アジア世界における日本の植民地の拡大―その中でも日本が最も重視した

朝鮮半島の獲得、拡充を主な対象とし、その広がっていく帝国の界面に造られていく建造

物を検証することを目的としている。 

仮に日本帝国主義の一端を建造物の力が担ったならば、大日本帝国が崩壊した今日でも

建造物がある限りその力は残っていると考えた方がよい。テロや格差、移民や犯罪者の管

理など、今日ますます空間の支配者として国家は力をつけているのであり、そこには大日

本帝国から続く（ポスト）コロニアル的な構造も見え隠れしている。だとすれば本論では、

いわゆる日本近代の幕開けである明治維新を、そうした構造の「はじまり」と見立て、今

日の我々が生きる「空間」に含まれる問題の深層にアプローチしていきたい。分析の概念・

手法としては、ルフェーブル、あるいは原広司の「均質空間」をめぐる議論が、一つの手

がかりとなる。 
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２．内容構成と対応するキーワード 

本論文は三部構成となっている。第一部では、第一章で明治維新後に西洋列強から日本

が強引に灯台建設を促されることで、文字通り日本の沿岸が内外に照らし出されると同時

に、近世以前の地域の海運を支持した灯明台が、近代国家として出発した日本の管理体制

の中に、再編されていくことを示した。そして 1880 年代になると、道路や鉄道敷設の技

術の進捗とともに、灯台建設による海運ネットワークの整備は、帝国日本の輪郭を浮かび

上がらせる手法として完成する。一方、その同時代において、東北や北海道が日本内部の

問題（例えば政府にとっての不平士族や自由民権運動家ら）の解決の場所として注目され

ていたことは周知の通りである。それらに関しては、大久保利通やそのブレーンによる企

業公債プロジェクトがその急先鋒であり、建設によって絶えず国家の延長線が示されなが

ら、中央からの支配と統合が広がっていったことを第二章で示した。第三章では、日清戦

争後から日露戦争までの間に、朝鮮半島が新たに国際的注目を浴びる中で、灯台建設が国

際的な「公益性」を前面に出されることで建設がなされることを示した。そして日露戦争

後は、日本がその建設を通して朝鮮半島を帝国の版図の中につなげていったのであった。 

以上のような流れの中で、第一部でキーワードとしたのは「構想された均質空間」であ

り、世界に経緯度のような座標軸を設定し、具体的な場所を地図のような形で記号化し、

可視化していく営み、あるいはそれによって構想された想像の世界を意味している。明治

新政府は当初は列強に押しつけられながらも、測量や建設を通して座標系にのせて自国の

領土を描き出したが、海図の作成や利用と密接に結びついた灯台は、「構想された均質空

間」を用意することに大きく貢献しただけでなく、現実の空間とその空間の間を行き来す

るためのゲートとして機能してきたのである。そこで人々は、見ず知らずの場所や人々の

存在を体系的に仮定できる新たな枠組みを得た反面、その世界認識の中では、完全な空間

的未知の存在というものはありえなくなり、すべては予測可能な状態として落ち着くこと

となった。予測できる、ということは言うまでもなく近代社会では「有益」なものであっ

た。 

第二部（日露戦争～韓国併合）においては、朝鮮半島が日露戦争後から韓国併合に至る

間に、帝国が統治可能な場所へと、建設を通して変容していく過程を、政治・経済的な動

きと連動するものとして示した。具体的には、第四章において、独立国と植民地との間を

揺らぐ朝鮮の姿を、議政府庁舎、平理院（最高裁判所）、大韓医院の建設を通して明らか

にした。そこは保護国とはいえ、韓国人たちの主体も建築的に確かに刻印されており、こ

の時期の建築をおしなべて植民地建築として扱うことは適切ではないことが浮かび上が

った。次に第五章では、植民地化の本格的な開始の中で、「近代国家」に必要な建造物で

ある警察署、財務署、裁判所等が朝鮮半島に建設されていくことが、当時の日本の国際戦

略とどのように具体的に連動していたのかを、伊藤博文と韓国政府高官のやり取りなどか

ら論じた。続く第六章では、伊藤博文と後藤新平の描いた植民地開発構想の差異が、帝国・
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植民地という空間をどのように変容・ねじれさせたのか、ということを分析した。 

こうした考察を経て第二部では、均質空間が構想され、そこが国家によって色分けがな

されていく際に、そのベタリと塗られる色、すなわち国家の均質性（国家はどこにいても

同じサービスを提供する）を確保するような建造物が多く建設されることを確認した。こ

れは重要な転倒的視座を基点としている。多少論文を離れて卑近な例で言えば、我々が瀬

戸内海を船で旅行する時、「あ、さっき神戸港を過ぎたから、あの港は広島だな」とか、

淡路島と本州を結ぶ橋やその周辺の陸地の起伏を見て、「地図の通りだ」とする世界の見

方は、ある転倒的空間認識であろう。具体的な自己の経験や認知に先立って、仮定的な世

界、それもデカルト的透視によって細かに現実空間との正確な一致を確認できる世界（「構

想された均質空間」）を脳裏に持っているということは、非常に近代的な所作でもある。

その思考法の延長上には、空間の合理的利用という名の下で、未来のプロジェクトを人々

に予測させるし、その下で統治や支配を一般的に合理化する。土地を制御し、物資と通貨

を流通させ、どこでも同じような生活を提供し、税を回収し、衛生的な環境を管理し、犯

罪者を捕まえ、裁き、囚人を収監する場所やシステムも、そうした空間把握と密接に関係

しながら刷新されていったのである。第五章で述べた朝鮮半島に均質に広がる財務署や警

察署、裁判所などがその証左であろう。国家が社会的サービスを、均質性を前提として提

供する時、その背景にあるのは「構想された均質空間」である。従って、「構想された均

質空間」が実際の空間に逆流して物質化する現象を、本論では「空間の均質化」と定義し

た。それは有益であっただけでなく「構想された均質空間」が本来の世界であると錯覚さ

せることとなり、世界観の起源が問われる必要はなくなった。しかも「終わりのない」す

べてを包含する世界観を利用する以上、それ以外の世界観の存在すら、想定する必要がな

くなったのである。ここに「均質空間」が、観念的にも実践的にも完成した。 

とはいえ、先の建造物に投影されたような韓国人の主体性など、空間の支配者側がリー

ドする空間の均質化に抗うもの、漏れ落ちるものは、様々にある。第三部ではそれを踏ま

えつつ、第八章において、明治末年の日本における建築家たちの「国民様式論争」が、そ

うした「空間の均質化」を一つの背景として成立していたことを明らかにした。均質化が

進む中で、差異を求める意識が、建築家という空間の物質化を担う者たちの間に芽生え始

めたのである。こうした意識や危機感は、均質化の動きをいかに変容させるのか。その答

えの一つは、帝国としての台湾や朝鮮の中心に、総督府庁舎のような建築を造る際に現れ

ている。そこでは、その場所を帝国の一部として同化しながら、植民地として差異化する

という手法が、様式的にも建設の構造的にも編み出されたのである。第九章では、それま

でに完成した帝国における「同化と異化の空間的手法」が、国家的プロジェクトとしてよ

り大きな規模で推進される過程を、巨大ダムの建設を通して考察を行った。一方で、均質

空間を想定してなされたダムの建設計画も、それを造る現場では、決して取り換え可能な

均質なモノや人が生み出されたわけではなかった。それは帝国として同化しながら、植民

地として異化するという本質的な矛盾を包含していた総督府庁舎のような建造物とも共
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振している。そうしたアンビバレンスを「空間の象徴化」は孕んでいた。 

 

３．結論 

近代日本の出発と、その帝国主義的拡大において、「構想された均質空間」の創造、そ

の起源の忘却とそれを利用した「空間の均質化」、そして均質化の中で差異を探るような

「空間の均質化」の限界としての「空間の象徴化」が、建設の現場や建造物に現れていた。

それは建物の側から捉え返せば、近代日本が帝国として東アジアに立ち現れた時に、建造

物が発揮した「同化と異化の空間的手法」であり、帝国の矛盾を物質化しながら直視する

ことを回避する手法でもあった。だとすれば、建造物や建設がそうした手法で用意する空

間認識そのものが、歴史的なものであることを意識することで、現代の我々が生きる空間

が抱える矛盾は何か、ということも逆照射することができるだろう。そしてその矛盾を割

き、あるいは逆手に取りながらその空間にいる自己を批判的に見つめなおす時、植民地研

究がより広く実践的な地平へと切り結ばれることになるはずである。 

 


